
 

『診断と治療 96巻 9（特大）号』 御詫びと訂正 

 

『診断と治療 96巻 9（特大）号 特集/日常臨床に活かす診療ガイドライン』，「薬剤の臨床 過敏

性腸症候群―プライマリ・ケアにおける治療的診断のすすめと新規下痢型 IBS 治療薬ラモセトロンの

評価」におきまして，下記不備がございました． 

深くお詫び申し上げるとともに訂正いたします． 

 

頁 箇所 誤 正 

P.2002 
図 1 左側枠内 

（
*
アラームサイン） 

急激な体重増加 急激な体重減少 

P.2002 同上 夜間就寝中の症状発見 夜間就寝中の症状発現 

P.2002 同上 甲状腺肥大 甲状腺腫大 

P.2002 図 1 フローチャート内 

  

P.2005 図 5 セレキノン セレキノン® 

P.2005 同上 下痢止め（ロペピン®） 下痢止め（ロペミン®） 

 

以上 

IIBBSS初初期期治治療療  
4～12週 

－－ 

－－ 

改改善善度度評評価価 

IIBBSS初初期期治治療療  
4～12週 

－－ 

－－ 

改改善善度度評評価価 

＊左記矢印が抜け
ておりました 


